
ア
フ
リ
カ
音
楽
と
い
え
ば
、
概
ね
「
タ
イ
コ
の
音
楽
」
を
連
想
さ
れ
る
人
が
多
い
よ
う
だ
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
発
信
す
る
「
ア
フ
リ
カ

ら
し
い
」
イ
メ
ー
ジ
や
、
一
九
九

0
年
代
中
頃
か
ら
日
本
各
地
で
盛
ん
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ジ
ェ
ン
ベ
(
1
)

や
サ
バ
ー
ル
(
2
)

の

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
~
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

l
,
1
 
ア
フ
リ
カ
音
楽
っ
て
・
:
？

ー
は
じ
め
に
~
ア
フ
リ
カ
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

一
四

佐

藤

浩

介

（
賛
助
会
員
（
ア
フ
リ
カ
学
会
会
員
）
）

マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で

〔
特
別
寄
稿
〕



l
,
2

調
査
概
要

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
こ
:
リ
共
和
国
ト
ン
プ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
か
ら
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

ア
フ
リ
カ
音
楽
の
研
究
と
い
え
ば
、
「
民
族
音
楽

(eテ
nic
music)
」、

「
民
俗
音
楽

(folk
music)
」
ま
た
は
「
伝
統
音
楽
（
日
a
氏
氏
m
巴

music)
」
の
研
究
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
は
概

ね
、
ア
フ
リ
カ
諸
民
族
に
伝
わ
る
「
伝
統
楽
器
」
で
、
儀
礼
な
ど
の
場
で
演
奏
さ
れ
る
素
朴
な
音
楽
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
各
地
に
は
人
口
百
万
人
を
越
え
る
大
都
会
が
多
数
存
在
し
(
3
)
、
そ
こ
で
は
音
楽
が
演
奏
さ
れ
、
娯
楽
と
し
て
消
費
さ
れ
て
い

る
。
都
市
で
演
奏
さ
れ
る
音
楽
は
、
伝
統
楽
器
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
も
の
の
、
多
く
は
ギ
タ
ー
や
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
な
ど
、
欧
米
で

よ
く
見
ら
れ
る
バ
ン
ド
ス
タ
イ
ル
で
演
奏
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
音
楽
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
放
送
さ
れ
、

C
D
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
な
ど
で
商
品
と
し
て
売
買
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
フ
ェ
ラ
・
ク
テ
イ
(
4
)
や
サ
ニ
ー
・
ア
デ
(
5
)
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和

国
（
当
時
は
ザ
イ
ー
ル
）
の
フ
ラ
ン
コ
(
6
)
、
ジ
ン
バ
ブ
ウ
ェ
の
ト
マ
ス
・
マ
プ
フ
ー
モ
(
7
)
、
セ
ネ
ガ
ル
の
ユ
ッ
ス
ー
・
ン
ド
ゥ
ー
ル
(
8
)
、

マ
リ
の
サ
リ
フ
・
ケ
イ
タ
(
9
)

の
よ
う
な
大
ス
タ
ー
が
出
現
し
、
活
躍
の
場
を
世
界
へ
と
拡
げ
る
者
も
い
る
。

こ
の
よ
う
な
音
楽
は
、
紛
れ
も
な
く
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
に
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
が
存
在
し
、
地
元
住
民
か
ら
世
界

中
の
音
楽
フ
ァ
ン
に
ま
で
、
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
。
私
が
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
ア
フ
リ
カ
の
一
地
方
都
市
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
音
楽
の
姿
で
あ
る
。
調
査
地
で
あ
る
マ
リ
共
和
国
は
、
前
述
の
サ
リ
フ
・
ケ
イ
タ
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
的
知
名
度
を
誇
る
音
楽
家

を
多
数
輩
出
し
続
け
て
い
る
。
マ
リ
北
方
の
古
都
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ

(Tombouctou)<10)
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
通
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の

小
都
市
の
姿
を
描
く
と
と
も
に
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
は
何
か
を
考
察
し
た
い
。

二
0
0九
年
、
私
は
二
度
に
渡
っ
て
マ
リ
共
和
国
を
訪
れ
、
首
都
バ
マ
コ
と
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
市
に
お
い
て
、
都
合
ニ
ヶ
月
間
の
臨
地
調

一
四



西
ア
フ
リ
カ
の
内
陸
国
・
マ
リ
共
和
国
は
、
北
方
に
サ
ハ
ラ
砂
漢
、
そ
の
南
縁
に
は
サ
ヘ
ル
と
呼
ば
れ
る
乾
燥
草
原
、
南
部
国
境
に
は

森
林
が
広
が
る
。
南
西
部
の
ギ
ニ
ア
国
境
か
ら
流
れ
込
む
大
河
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
は
、
国
土
を
北
東
に
走
り
、
内
陸
大
氾
濫
原
を
形
成
し
た

後
、
サ
ハ
ラ
に
接
す
る
地
点
で
大
き
く
湾
曲
し
て
南
東
へ
と
進
路
を
変
え
、
や
が
て
収
緻
し
て
隣
国
ニ
ジ
ェ
ー
ル
ヘ
と
向
か
う
。
バ
マ
コ

を
は
じ
め
商
都
セ
グ
ー
、
世
界
遺
産
の
古
都
モ
プ
テ
ィ
と
ト
ン
プ
ク
ト
ゥ
、
か
つ
て
の
ソ
ン
ラ
イ
(13)

王
国
の
都
ガ
オ
な
ど
、
主
要
都
市
は

ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
沿
い
に
発
達
し
、
当
地
の
歴
史
も
こ
の
大
河
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
き
た
。

現
在
、
こ
の
国
で
最
大
の
人
口
を
占
め
る
の
は
マ
ン
デ

(Mgde)
系
民
族
で
あ
る
。
農
耕
民
で
あ
る
彼
等
は
、
か
つ
て
「
黄
金
の

国
」
と
し
て
知
ら
れ
た
マ
リ
帝
国
を
形
成
し
た
。
人
口
の
約
五
十
％
を
占
め
る
こ
の
民
族
グ
ル
ー
プ
は
、
バ
マ
コ
を
含
む
国
土
の
南
西
部

を
中
心
に
住
み
、
ギ
ニ
ア
や
コ
ー
ト
ジ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
な
ど
の
隣
国
に
も
多
い
。
そ
の
発
祥
地
に
よ
っ
て
バ
ン
バ
ラ

(
B
目
1bara)
、
マ
リ

ン
ケ

(M邑
品
e)
、
カ
ソ
ン
ケ
（
四
1asonke)
、
ソ
ニ
ン
ケ
（
Soninke)
な
ど
に
分
か
れ
、
概
ね
共
通
し
た
言
語
を
話
す
。
マ
リ
で
は
、

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
こ
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

2
,
1
 

2
 

査
を
行
っ
た
。
バ
マ
コ
で
は
、
資
料
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
ト
ン
プ
ク
ト
ゥ
州
ニ
ア
フ
ン
ケ
県
出
身
の
音
楽
家
ア
フ
ェ
ル
・
ボ
ク
ム
(11)

と
行
動
を
と
も
に
し
、
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
市
で
は
、
住
民
へ
の
聞
き
取
り
と
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
よ
る
デ
ー
タ
収

集
、
ハ
イ
ラ
・
ア
ル
ビ
イ
(12)
を
は
じ
め
と
す
る
音
楽
家
へ
の
聞
き
取
り
な
ど
を
行
っ
た
。

マ
リ
共
和
国
・
概
要

マ
リ
共
和
国
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

一
四
三



一
九
六

0
年
の
独
立
時
、
マ
リ
共
和
国
は
、
旧
宗
主
国
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
力
排
除
を
目
指
す
い
わ
ゆ
る
「
独
自
路
線
」
を
歩
も
う
と
し

た
。
そ
の
際
、
自
国
文
化
の
保
護
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
し
た
外
来
文
化
の
流
入
を
制
限
し
た
。
音
楽
に
関
し

て
も
同
様
に
、
政
府
は
国
内
音
楽
を
保
護
育
成
す
る
べ
く
、
国
立
楽
団
と
各
州
に
州
立
楽
団
を
編
成
さ
せ
た
(14)

。
こ
れ
ら
の
楽
団
は
、
政

府
主
催
の
芸
術
祭
(15)

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
そ
の
技
量
を
競
い
合
っ
た
。
審
査
で
は
各
地
方
の
特
色
を
強
調
し
た
演
奏
が
有
利
と
さ
れ
た
た

め
、
各
楽
団
は
よ
り
民
族
色
豊
か
な
演
出
を
目
指
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
楽
団
の
多
く
は
、
管
楽
器
や
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
、
ド

ラ
ム
セ
ッ
ト
、
ラ
テ
ン
系
打
楽
器
を
使
用
す
る
な
ど
、
独
立
以
前
よ
り
流
行
し
て
い
た
キ
ュ
ー
バ
音
楽
や
ジ
ャ
ズ
、
リ
ズ
ム
＆
ブ
ル
ー
ス

な
ど
の
米
国
黒
人
音
楽
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
編
成
で
演
奏
し
た
。
結
果
と
し
て
、
伝
統
的
な
音
楽
と
外
来
の
キ
ュ
ー
バ
音
楽
、
米
国
黒

人
音
楽
が
混
じ
り
合
っ
た
よ
う
な
音
楽
が
生
み
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
国
営
放
送
局
ラ
ジ
オ
・
マ
リ
(16)

で
は
、
外
来
音
楽
の
放
送
を
制
限
し
、
公
立
楽
団
を
は
じ
め
と
し
た
国
内
音
楽
を
盛
ん
に
流
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
放
送
す
る
曲
が
足
り
な
い
た
め
、
各
地
の
民
謡
を
録
音
し
た
り
、
専
属
音
楽
家
(17)

に
自
作
曲
や
伝
承
曲
を

2
,
2

文
化
政
策
に
よ
る
国
内
音
楽
の
保
護
育
成

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
こ
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

(
F
巳
b
e
)
、
ブ
ル
キ

最
大
人
口
を
有
す
る
バ
ン
バ
ラ
語
が
よ
く
通
じ
る
。

そ
の
他
マ
リ
で
は
、
セ
ネ
ガ
ル
か
ら
カ
メ
ル
ー
ン
北
方
ま
で
の
広
大
な
サ
ヘ
ル
地
域
に
散
住
す
る
牧
畜
民
フ
ル
ベ

ナ
フ
ァ
ソ
国
境
を
臨
む
バ
ン
デ
ィ
ア
ガ
ラ
山
地
に
住
む
ド
ゴ
ン

(Dogon)
、
国
境
を
越
え
た
サ
ハ
ラ
交
易
を
担
っ
た
ベ
ル
ベ
ル
系
民
族

ト
ゥ
ア
レ
グ

(
T
u
a
r
e
g
)
、
東
隣
国
ニ
ジ
ェ
ー
ル
に
か
け
て
住
む
農
耕
民
ソ
ン
ラ
イ

(Sonrhai)
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
で
漁
携
に
従
事
す
る

ボ
ゾ

(Bozo)
な
ど
が
住
む
。
ア
フ
リ
カ
他
国
の
例
に
漏
れ
ず
、
マ
リ
も
多
様
な
民
族
が
住
む
多
民
族
国
家
で
あ
る
。 一

四
四



演
奏
さ
せ
た
も
の
を
放
送
し
た
。

マ
リ
で
は
、
外
来
音
楽
の
影
響
が
少
な
く
、
か
つ
マ
リ
各
地
の
民
族
色
が
豊
か
な
音
楽
が
育
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

マ
ン
デ
系
グ
リ
オ
の
活
躍

マ
リ
の
ポ
ビ
ュ
ラ
ー
音
楽
に
お
い
て
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
マ
ン
デ
系
民
族
の
音
楽
語
り
部
職
能
・
グ
リ
オ
(18)
出
身
の

音
楽
家
で
あ
る
。
グ
リ
オ
は
、
言
葉
や
声
を
扱
う
職
人
で
、
マ
ン
デ
系
民
族
の
伝
統
的
社
会
階
層
(19)

に
お
け
る
職
能
階
層
に
属
す
る
。
彼

等
は
、
マ
リ
帝
国
建
国
の
英
雄
伝
説
や
自
ら
の
パ
ト
ロ
ン
貴
族
の
系
譜
な
ど
を
暗
唱
し
、
朗
々
と
唄
い
語
る
。
ま
た
、
儀
礼
の
進
行
役
、

係
争
の
仲
裁
、
相
談
役
な
ど
も
務
め
る
。
楽
器
の
演
奏
を
専
ら
と
す
る
グ
リ
オ
も
い
る
。
グ
リ
オ
歌
手
は
、
伝
統
楽
器
で
あ
る
コ
ラ
(20)

や

バ
ラ
フ
ォ
ン
(21)
、
近
年
好
ん
で
使
わ
れ
る
ギ
タ
ー
な
ど
が
織
り
な
す
ゆ
っ
た
り
と
し
た
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、
高
音
域
を
多
用
し
た
独
特
の

節
回
し
で
唄
う
。

グ
リ
オ
出
身
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
家
に
は
、
グ
リ
オ
の
伝
統
に
則
っ
た
演
奏
を
聴
か
せ
る
者
が
あ
る
一
方
で
、
伝
統
に
囚
わ
れ
な
い
自

由
で
モ
ダ
ン
な
演
奏
を
聴
か
せ
る
者
も
い
る
。

マ
ン
デ
系
民
族
に
と
っ
て
、
音
楽
は
永
ら
く
グ
リ
オ
の
専
売
特
許
で
あ
っ
て
、
上
位
階
層
の
貴
族
に
と
っ
て
は
禁
忌
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
王
族
出
身
の
サ
リ
フ
・
ケ
イ
タ
の
成
功
以
来
、
グ
リ
オ
で
な
い
音
楽
家
も
多
数
出
て
い
る
。

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
こ
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

2
,
3
 

H

の
よ
う
に
、
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3
 

現
在
の
マ
リ
で
は
、
前
述
の
サ
リ
フ
・
ケ
イ
タ
を
は
じ
め
、
自
作
自
演
歌
手
兼
ギ
タ
ー
奏
者
の
ア
ビ
ブ
・
コ
イ
テ

(
H
a
b
i
b
Koite)
、

女
性
自
作
自
演
歌
手
ウ
ム
・
サ
ン
ガ
レ

(
O
u
m
o
u
S
a
n
g
a
r
e
)
、
ナ
ハ
ワ
・
ド
ウ
ン
ビ
ア

(
N告
a
w
a
D
o
u
m
b
i
a
)
ら
の
音
楽
家
が
活
躍

し
て
い
る
。
ま
た
、
欧
州
に
拠
点
を
置
く
盲
目
の
夫
婦
デ
ュ
オ
、
ア
マ
ド
ゥ
＆
マ
リ
ア
ム

(
A
m
a
d
o
u
&
 M
a
r
i
a
m
)
、
女
性
自
作
自
演
歌

手
ロ
キ
ア
・
ト
ラ
オ
レ

(
R
o
k
i
a
Traore)
ら
の
人
気
も
高
い
。
彼
等
は
バ
ン
バ
ラ
語
で
唄
い
、
そ
の
多
く
は
バ
ン
バ
ラ
ま
た
は
そ
の
他

の
マ
ン
デ
系
民
族
出
身
(22)

で
あ
る
。

ま
た
、
北
部
キ
ダ
ル
州
出
身
の
ト
ウ
ア
レ
グ
・
バ
ン
ド
、
テ
ィ
ナ
リ
ウ
ェ
ン

(Tinariwen)

は
ト
ウ
ア
レ
グ
言
語
タ
マ
シ
ェ
ッ
ク
語

で
唄
う
。
彼
等
は
キ
ダ
ル
に
住
居
を
持
つ
が
、
海
外
で
の
人
気
が
高
く
、
地
元
で
の
演
奏
機
会
は
限
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
自
作
自
演
歌
手
兼
ギ
タ
ー
奏
者
の
ア
フ
ェ
ル
・
ボ
ク
ム

(Afel
B
o
e
0
日
n
)
、
ヴ
ィ
ユ
ー
・
フ
ァ
ル
カ
・
ト
ゥ
ー
レ

(
V
i
e
u
x

F
a
r
k
a
 T
o
u
r
e
)
、
彼
の
父
で
故
人
の
ア
リ
・
フ
ァ
ル
カ
・
ト
ゥ
ー
レ

(
A
l
i
F
a
r
k
a
 T
o
u
r
e
)
、
女
性
自
作
自
演
歌
手
ハ
イ
ラ
・
ア
ル
ビ
ィ

（
笞
距
a
A
r
b
y
)
な
ど
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
出
身
の
音
楽
家
も
、
全
国
的
な
人
気
を
得
て
い
る
。
彼
等
は
い
ず
れ
も
ソ
ン
ラ
イ
の
ル
ー
ツ

を
持
ち
(23)
、
ソ
ン
ラ
イ
語
の
み
な
ら
ず
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
住
む
他
民
族
の
複
数
言
語
で
唄
う
。
彼
等
の
多
く
は
、
現
在
も
ト
ン
ブ
ク

ト
ゥ
に
活
動
拠
点
を
置
い
て
い
る

(
2
4
)
0

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

2
,
4

ポ
ビ
ュ
ラ
ー
音
楽
家
と
歌
唱
言
語

民
俗
音
楽
と
ポ
ビ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
~
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

一
四
六



3
,
1
 ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
・
概
要

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州

(
T
o
m
b
o
u
c
t
o
u
R
e
g
i
o
n
)
は
、
マ
リ
北
東
部
に
位
置
す

る
。
州
人
口
は
約
六
十
万
人
で
、
そ
の
多
く
は
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
沿
い
に
住
む
。

州
に
は
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
、
グ
ン
ダ
ン

(Goundam)、
ニ
ア
フ
ン
ケ

(Gourma Rharous) 

(Niafunke)
、
デ
ィ
レ

(
D臣
）
、
グ
ル
マ
・
ラ
ル
ス

の
五
つ
の
県

(Cercle)

が
置
か
れ
て
い
る
。

州
都
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
市
は
、
人
口
五

S
六
万
人
と
推
定
さ
れ
る
小
さ
な
街
で

あ
る
。
街
全
体
が
世
界
遺
産
で
、
日
干
し
煉
瓦
に
泥
を
塗
っ
て
作
ら
れ
た
ス
ー

ダ
ン
様
式
の
二
つ
の
大
モ
ス
ク
が
存
在
感
を
放
つ
。
一
方
で
、
急
速
に
進
む
砂

漢
化
に
よ
り
、
砂
に
埋
も
れ
つ
つ
あ
る
街
で
も
あ
る
。

ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
湾
曲
部
に
位
置
す
る
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
は
、
北
方
の
サ
ハ
ラ
か

ら
岩
塩
が
、
南
西
の
ギ
ニ
ア
山
地
か
ら
金
が
も
た
ら
さ
れ
る
交
易
拠
点
で
、

ト
ウ
ア
レ
グ
、
ソ
ン
ラ
イ
、
バ
ン
バ
ラ
な
ど
様
々
な
民
族
が
行
き
交
っ
た
。

十
四
世
紀
に
は
、
マ
リ
帝
国
の
マ
ン
サ
・
ム
ー
サ
王
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
本
格

的
な
導
入
を
図
っ
た
際
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
地
理
的
に
近
い
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ

に
大
型
モ
ス
ク
や
学
問
所
を
設
け
た
。
ア
ラ
ブ
の
高
名
な
学
者
が
多
数
招
聘
さ

れ
、
屈
指
の
イ
ス
ラ
ー
ム
学
問
都
市
と
な
っ
た
こ
の
地
は
、
世
界
各
地
か
ら
学

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
~
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

一
四
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【写真①】トンブクトゥ市遠景。中央右にサンコレイ・モスクの尖塔が見える。
市街地から徒歩 5分程度の位置から撮影。



ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
最
大
民
族
は
ソ
ン
ラ
イ
で
、
州
の
人
口
の
約
―
―
―
十
三
％
を
占
め
る
。
特
に
、
ト
ン
プ
ク
ト
ゥ
市
内
で
は
ソ
ン
ラ
イ
住

人
が
目
立
ち
、
聞
き
取
り
に
よ
る
と
「
今
の
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
は
ソ
ン
ラ
イ
の
街
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
等
が
話
す
ソ
ン
ラ
イ
語
は
、
仏

語
と
並
ん
で
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
で
最
も
通
じ
る
言
語
で
あ
る
。

次
に
多
く
住
む
の
は
ト
ウ
ア
レ
グ
で
、
人
口
の
約
二
十
七
％
を
占
め
る
。
ト
ウ
ア
レ
グ
の
う
ち
、
貴
族
階
層
に
属
す
る
ベ
ル
ベ
ル
系
白

人
種
の
住
人
は
、
先
祖
の
習
慣
に
従
っ
て
未
だ
郊
外
の
砂
漠
に
住
む
。
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
市
内
の
ト
ウ
ア
レ
グ
住
人
は
、
か
つ
て
ベ
ラ
と
呼

ば
れ
た
黒
人
奴
隷
の
子
孫
で
あ
る
。
彼
等
も
ト
ウ
ア
レ
グ
と
し
て
の
帰
属
意
識
を
持
ち
、
ベ
ル
ベ
ル
系
貴
族
同
様
に
タ
マ
シ
ェ
ッ
ク
語
を

話
す
。三

番
目
に
多
く
住
む
の
は
、

3
,
2
 

民
俗
音
楽
と
ポ
ビ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
こ
:
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

生
が
集
い
、
国
際
都
市
の
顔
も
持
ち
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

モ
ロ
ッ
コ
の
侵
略
を
受
け
た
十
六
世
紀
に
は
総
督
府
が
置
か
れ
、
多
く
の
モ
ロ
ッ
コ
官
僚
が
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
赴
任
し
た
。
そ
の
中
に

は
ア
ラ
ブ
人
、
ベ
ル
ベ
ル
系
民
族
モ
ー
ル
人
の
他
、
レ
コ
ン
キ
ス
タ
か
ら
逃
れ
た
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
人
ム
ス
リ
ム
も
い
た
。
そ
の
後
も
、
フ

ラ
ン
ス
の
植
民
地
支
庁
や
、
独
立
を
果
た
し
た
共
和
国
の
州
都
が
置
か
れ
る
な
ど
、
政
治
都
市
と
し
て
の
機
能
も
有
し
た
。
こ
の
頃
に

は
、
バ
ン
バ
ラ
の
商
人
や
官
僚
が
バ
マ
コ
か
ら
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
近
年
は
欧
米
な
ど
か
ら
の
観
光
客
も
増
え
、
観
光
業

に
勤
し
む
者
も
増
え
た
。

こ
の
よ
う
に
、
複
雑
な
歴
史
に
彩
ら
れ
た
古
都
は
、
長
い
時
間
を
掛
け
て
、
様
々
な
民
族
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
住
民

フ
ル
ベ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
市
内
で
は
、
彼
等
の
存
在
は
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な
い
。
住
民

一
四
八



一
九
五
六
年
に
出
逢
っ
た
ギ
タ
ー
(27)

は
、
ト
ゥ
ー
レ
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
楽
器
と
な
っ
た
。
ト
ゥ
ー
レ
は
、
自
ら
習
得
し
た
ト
ン
ブ

ク
ト
ゥ
の
音
楽
を
ギ
タ
ー
に
翻
訳
し
、
独
特
の
奏
法
を
獲
得
し
た
。
ま
た
こ
の
頃
、
米
国
の
黒
人
音
楽
を
聴
き
、
ブ
ル
ー
ス
・
ギ
タ
ー
の

奏
法
を
取
り
入
れ
始
め
た
。

ト
ゥ
ー
レ
は
、

に
な
っ
た
。

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
ポ
ビ
ュ
ラ
ー
音
楽
（
以
後
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
・
ポ
ッ
プ
）
を
語
る
と
き
、
最
も
重
要
な
音
楽
家
は
、
自
作
自
演
歌
手

兼
ギ
タ
ー
奏
者
の
ア
リ
・
フ
ァ
ル
カ
・
ト
ゥ
ー
レ

(
A
l
i

F
a
r
k
a
 T
o
u
r
e
)
 
[
1
9
3
9
'
-
"
2
0
0
6
]

で
あ
る
。
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
ニ
ア
フ
ン
ケ
県

出
身
の
ト
ゥ
ー
レ
は
、
ア
ル
マ
と
呼
ば
れ
る
ソ
ン
ラ
イ
貴
族
階
層
(25)

に
属
す
る
。
家
族
に
音
楽
を
す
る
者
は
居
な
か
っ
た
が
、
少
年
期
か

ら
音
楽
を
好
み
、
ン
ジ
ュ
ル
ケ
ル
、
ン
ジ
ャ
ル
カ
(26)

な
ど
ソ
ン
ラ
イ
伝
統
楽
器
に
親
し
ん
だ
。
ソ
ン
ラ
イ
を
は
じ
め
、
フ
ル
ベ
、
ト
ウ
ア

レ
グ
、
ド
ゴ
ン
、
ボ
ゾ
な
ど
の
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
周
辺
民
族
の
音
楽
を
積
極
的
に
習
得
し
、
や
が
て
儀
礼
な
ど
に
呼
ば
れ
て
演
奏
す
る
よ
う

ニ
ア
フ
ン
ケ
県
立
楽
団
(
N
i
a
f
u
n
k
e
District T
r
o
u
p
e
)
な
ど
で
活
動
し
た
後
、

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
こ
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

3
,
3
 ア
リ
・
フ
ァ
ル
カ
・
ト
ゥ
ー
レ

一
四
九

一
九
七

0
年
、
ラ
ジ
オ
・
マ
リ
に
職

一
方
で
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
隣
県
ニ
ア
フ
ン
ケ

の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
フ
ル
ベ
は
草
原
の
人
で
あ
り
、
都
市
に
は
住
ま
な
い
と
い
う
。

に
は
定
住
し
、
農
業
に
従
事
す
る
フ
ル
ベ
が
多
い
と
い
う
。
彼
等
は
、
フ
ル
ベ
の
言
葉
フ
ル
フ
ル
デ
語
を
話
す
。

彼
等
の
話
す
言
語
の
分
類
を
見
る
と
、
ソ
ン
ラ
イ
語
は
ナ
イ
ル
・
サ
ハ
ラ
語
族
、
タ
マ
シ
ェ
ッ
ク
語
は
ア
フ
ロ
・
ア
ジ
ア
語
族
、
フ
ル

フ
ル
デ
語
は
ニ
ジ
ェ
ー
ル
・
コ
ン
ゴ
語
族
で
あ
る
。
言
語
分
類
の
第
一
範
疇
で
あ
る
語
族
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
全
く

異
な
る
言
語
で
あ
る
と
い
え
る
。
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
は
、
こ
れ
ら
の
民
族
が
混
住
す
る
多
民
族
・
多
言
語
地
域
で
あ
る
。



を
得
た
。
外
来
音
楽
の
規
制
に
よ
り
、
放
送
す
る
曲
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
ト
ゥ
ー
レ
は
得
意
の
ギ
タ
ー
で
自
作
曲
や
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ

周
辺
民
族
の
伝
承
曲
を
盛
ん
に
録
音
し
、
放
送
し
た
。
こ
う
し
て
、
ト
ゥ
ー
レ
の
歌
と
ギ
タ
ー
は
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
毎
日
の
よ
う
に
マ

リ
の
人
々
に
届
け
ら
れ
た
。

一
九
七

0
年
代
後
半
、
ト
ゥ
ー
レ
が
残
し
た
録
音
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
七
枚
の
ア
ル
バ
ム
(28)
と
し
て
発
表
さ
れ
た
が
、
当
時
は
全
く
反
響

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
九
八

0
年
頃
、
ト
ゥ
ー
レ
は
ラ
ジ
オ
・
マ
リ
を
辞
し
、
郷
里
に
戻
っ
て
農
民
と
し
て
過
ご
し
つ
つ
、
音
楽
活
動

は
継
続
し
た
。

一
九
八
六
年
頃
、
イ
ギ
リ
ス
の
音
楽
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（
勾
）
が
ト
ゥ
ー
レ
の
ア
ル
バ
ム
を
「
発
見
」
し
、
ブ
ル
ー
ス
そ
っ
く
り
の
ギ
タ
ー

を
弾
く
「
謎
の
ア
フ
リ
カ
人
ギ
タ
リ
ス
ト
」
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
半
ば

引
退
し
て
い
た
ト
ゥ
ー
レ
で
あ
っ
た
が
、
熱
心
な
誘
い
を
受
け
、
一
九
八

七
年
、
英
国
ツ
ア
ー
と
ロ
ン
ド
ン
で
の
ア
ル
バ
ム
(30)
制
作
に
応
じ
た
。
そ

の
後
、
精
力
的
に
世
界
ツ
ア
ー
と
ア
ル
バ
ム
制
作
を
こ
な
し
、
一
九
九
四

年
に
米
国
ギ
タ
ー
奏
者
ラ
イ
・
ク
ー
ダ
ー
と
共
作
し
た

"
T
A
L
K
I
N
G

昌
U
K
T
U
"

で
グ
ラ
ミ
ー
賞
を
受
け
た
。

こ
の
よ
う
に
、
世
界
的
名
声
を
得
た
ト
ゥ
ー
レ
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
ト

ン
ブ
ク
ト
ゥ
で
演
奏
し
て
い
た
音
楽
、
ラ
ジ
オ
・
マ
リ
に
録
音
し
た
音
楽
、

一
九
八
八
年
以
降
に
世
界
向
け
に
制
作
さ
れ
た
音
楽
と
の
間
に
は
、
大
き

な
変
化
は
な
い
。
ト
ゥ
ー
レ
は
、
一
貫
し
て
、
自
ら
の
ギ
タ
ー
を
中
心
と

し
た
演
奏
に
乗
せ
て
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
周
辺
民
族
の
曲
を
そ
れ
ぞ
れ
の
民

【写真②l
"TALKING TIMBUKTU" [1994] 

Ali Farka Toure with Ry Cooder (World Circuit) 

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
＂
マ
リ
共
和
国
ト
ン
プ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら
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族
の
言
語
で
唄
い
続
け
て
き
た
。
な
お
か
つ
、
ト
ゥ
ー
レ
は
欧
米
に
活
動
拠
点
を
移
す
こ
と
な
く
、

こ
の
よ
う
な
ト
ゥ
ー
レ
の
姿
勢
は
、
後
の
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
出
身
の
音
楽
家
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。
例
え
ば
、
ト
ゥ
ー
レ
同
様

に
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
諸
民
族
の
言
語
で
唄
い
、
世
界
各
地
で
演
奏
会
を
開
い
て
い
る
ア
フ
ェ
ル
・
ボ
ク
ム
は
、
ニ
ア
フ
ン
ケ
に
留
ま
り
続
け

て
い
る
。
ま
た
、
全
国
的
な
人
気
を
誇
る
女
性
歌
手
ハ
イ
ラ
・
ア
ル
ビ
ィ
も
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
留
ま
り
、
多
言
語
で
唄
う
。

ボ
ク
ム
と
ア
ル
ビ
ィ
に
多
言
語
で
唄
う
理
由
を
訪
ね
る
と
、
両
者
と
も
共
通
し
て
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

①
ア
リ
・
フ
ァ
ル
カ
・
ト
ゥ
ー
レ
の
影
響
で
、
多
言
語
で
唄
う
よ
う
に
な
っ
た
。

②
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
歌
手
は
、
昔
か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
多
言
語
で
唄
っ
て
き
た
。

③
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
多
く
の
人
々
に
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
伝
え
る
た
め
に
、
多
言
語
で
唄
う
こ
と
は
有
用
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
証
言
を
、
検
証
し
て
み
よ
う
。

①
と
②
の
証
言
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
ず
れ
が
あ
る
。
ト
ゥ
ー
レ
の
影
響
で
多
言
語
で
唄
う
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
一
方
で
、

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
で
の
多
言
語
歌
唱
は
当
た
り
前
だ
、
と
い
う
の
だ
。
す
る
と
、
ト
ゥ
ー
レ
も
「
当
た
り
前
の
よ
う
に
」
多
言
語
で
唄
い
始

め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ト
ゥ
ー
レ
以
前
の
ソ
ン
ラ
イ
歌
手
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
人
物
に
、

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
~
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

3
,
4

ソ
ン
ラ
イ
歌
手
の
多
言
語
歌
唱

一五

ハ
ー
ベ
ル
・
マ
イ
ガ
(32)

が
居
る
。
ポ
ク
ム
の
証
言
に
よ
る
と
、

ニ
ア
フ
ン
ケ
に
留
ま
り
続
け
た

(
3
1
)
0



そ
れ
で
は
、
な
ぜ
ソ
ン
ラ
イ
歌
手
は
多
言
語
で
唄
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ソ
ン
ラ
イ
に
も
グ
リ
オ
に
相
当
す
る
職
能
が
存
在
す
る
。
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
ソ
ン
ラ
イ
・
グ
リ
オ
は
、
専
ら
儀
礼
の
進
行
役
や
パ

ト
ロ
ン
の
相
談
役
で
あ
り
、
マ
ン
デ
系
グ
リ
オ
の
よ
う
に
音
楽
を
演
奏
す
る
者
で
は
な
い
(35)
。
儀
礼
の
際
、
グ
リ
オ
は
進
行
役
に
専
念

し
、
別
に
招
か
れ
た
楽
師
が
演
奏
を
行
う
。
ト
ゥ
ー
レ
や
ボ
ク
ム
は
、
少
年
期
か
ら
楽
師
と
し
て
儀
礼
で
演
奏
し
た
経
験
を
持
つ
。
ボ
ク

3
,
5
 

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
こ
：
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

マ
イ
ガ
は
ニ
ア
フ
ン
ケ
出
身
で
、
ソ
ン
ラ
イ
貴
族
階
層
に
属
す
る
。
ト
ゥ
ー
レ
よ
り
も
や
や
年
長
で
、
ト
ゥ
ー
レ
に
ギ
タ
ー
の
手
ほ
ど
き

を
す
る
ほ
ど
外
来
音
楽
に
対
す
る
造
詣
は
深
か
っ
た
よ
う
だ
。
「
ニ
ア
フ
ン
ケ
で
最
初
の
職
業
歌
手
」
と
し
て
ト
ゥ
ー
レ
と
と
も
に
活
動

し
、
県
立
楽
団
で
は
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
マ
イ
ガ
も
、
多
言
語
で
唄
っ
て
い
た
。

こ
の
証
言
か
ら
、
多
言
語
歌
唱
は
ト
ゥ
ー
レ
の
専
売
特
許
で
は
な
く
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
ソ
ン
ラ
イ
歌
手
に
と
っ
て
は
一
般
的
な
傾
向

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ト
ゥ
ー
レ
も
マ
イ
ガ
も
、
自
然
と
多
言
語
歌
唱
を
選
ん
だ
。
さ
ら
に
、
ト
ゥ
ー
レ
が
そ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を

そ
の
ま
ま
に
世
界
的
名
声
を
獲
得
し
た
こ
と
が
、
ソ
ン
ラ
イ
歌
手
の
多
言
語
歌
唱
傾
向
を
い
っ
そ
う
強
化
し
た
。

言
つ
ま
で
も
な
く
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
音
楽
家
に
と
っ
て
ト
ゥ
ー
レ
は
偉
大
で
、
そ
の
音
楽
や
業
績
に
つ
い
て
疑
い
は
な
い
(33)
。
①
の

証
言
は
、
ト
ゥ
ー
レ
ヘ
の
敬
意
の
表
れ
と
推
測
さ
れ
る
。

③
の
証
言
に
つ
い
て
は
、
ボ
ク
ム
も
ア
ル
ビ
ィ
も
社
会
問
題
に
関
す
る
歌
を
唄
っ
て
い
る
(34)

の
で
、
異
論
の
余
地
は
無
か
ろ
う
。
し
か

し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
、
彼
等
が
主
体
的
に
多
言
語
歌
唱
を
選
ん
だ
、
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

る
以
前
に
、
多
言
語
歌
唱
は
ソ
ン
ラ
イ
歌
手
に
と
っ
て
「
当
た
り
前
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。

ソ
ン
ラ
イ
楽
師
と
グ
リ
オ

一
五



―1
0
0九
年
十
月
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
住
人
に
対
し
て
、
「
好
き
な
音
楽
家
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
回
答
者
一
人

に
つ
き
、
好
き
な
音
楽
家
を
三
人
ま
で
挙
げ
て
も
ら
っ
た
。
原
則
と
し
て
マ
リ
出
身
の
音
楽
家
に
限
っ
た
が
、
マ
リ
以
外
の
音
楽
家
し
か

聴
か
な
い
、
と
言
う
場
合
は
そ
れ
も
可
と
し
た
（
そ
の
よ
う
な
回
答
者
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
：
・
）
。

結
果
、
次
の
よ
う
な
音
楽
家
の
名
前
が
挙
が
っ
た
（
有
効
回
答
数
百
一
、
全
三
百
三
票
）
。

民
俗
音
楽
と
ポ
ビ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
~
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

3
,
6
 バ
マ
コ
と
の
距
離
感

ム
の
父
親
も
、
当
地
で
は
高
名
な
楽
師
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
禁
忌
か
ら
自
由
な
ソ
ン
ラ
イ
楽
師
は
、
自
ら
の
意
思
で
音
楽
に
親
し

み
、
演
奏
の
場
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
ト
ウ
ア
レ
グ
の
グ
リ
オ
は
、
マ
ン
デ
系
同
様
音
楽
職
能
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。
彼
等
の

音
楽
に
関
す
る
禁
忌
意
識
は
強
く
、
貴
族
階
層
の
者
が
音
楽
を
演
奏
す
る
こ
と
は
疎
ま
れ
る
。

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
住
人
に
は
、
結
婚
儀
礼
な
ど
に
同
じ
街
に
住
む
隣
人
で
あ
る
他
民
族
を
招
く
傾
向
が
あ
る
(36)
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の

下
、
禁
忌
か
ら
自
由
で
あ
る
ソ
ン
ラ
イ
楽
師
は
、
戦
略
的
に
他
民
族
の
伝
承
曲
を
自
ら
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
加
え
、
様
々
な
民
族
の
儀
礼

に
参
入
し
て
い
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
ト
ゥ
ー
レ
や
マ
イ
ガ
は
、
そ
ん
な
ソ
ン
ラ
イ
楽
師
の
系
譜
を
継
ぐ
者
で
あ
り
、
ボ
ク
ム
や
ア
ル

ビ
ィ
も
ま
た
、
そ
こ
か
ら
外
れ
る
者
で
は
な
い
。

私
が
行
っ
た
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
住
民
に
対
す
る
聞
き
取
り
で
は
、
上
記
以
外
の
ソ
ン
ラ
イ
歌
手
に
も
明
ら
か
な
多
言
語
歌
唱
傾
向
が
見
ら

れ
た
(37)
。
一
方
で
、
ソ
ン
ラ
イ
以
外
の
歌
手
は
ほ
ぼ
自
ら
の
言
語
で
し
か
唄
わ
な
い
。
ト
ゥ
ア
レ
グ
音
楽
家
も
活
躍
し
て
い
る
が
、
彼
等

は
タ
マ
シ
ェ
ッ
ク
語
で
し
か
唄
わ
ず
、
支
持
者
の
多
く
も
ト
ゥ
ア
レ
グ
に
限
ら
れ
、
他
民
族
か
ら
の
支
持
は
薄
い
。

一五―――



※
名
前
の
末
尾
に
＊
が
あ
る
者
は
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
出
身
。

12
．
ア
マ
ド
ゥ
＆
マ
リ
ア
ム

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
こ
:
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

（
順
位
）
（
音
楽
家
名
）
（
獲
得
票
数
）

l
．
ハ
イ
ラ
・
ア
ル
ビ
ィ
＊
（
ち
）

2
．
ア
リ
・
フ
ァ
ル
カ
・
ト
ゥ
ー
レ
＊

4
．
ア
ビ
ブ
・
コ
イ
テ

4
．
ウ
ム
・
サ
ン
ガ
レ

(
1
7
)
 

(
1
7
)
 

7
．
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ア
ル
ビ
ィ
＊
（
1
6
)

(
1
3
)
 

8
．
ナ
ハ
ワ
・
ド
ウ
ン
ビ
ア

9
．
バ
バ
・
サ
ラ
＊

(11) 

10
．
ア
フ
ェ
ル
・
ボ
ク
ム
＊

10
．
テ
ィ
ナ
リ
ウ
ェ
ン
＊

(10) 

(10) 
(

7

)

 

13
．
サ
リ
フ
・
ケ
イ
タ

(

6

)

14
．
バ
バ
ニ
・
コ
ネ

(

5

)

14
．
ブ
ー
バ
カ
ー
ル
・
ト
ラ
オ
レ

14
．
テ
イ
ケ
ン
・
ジ
ャ
ー
・
フ
ァ
コ
リ

3
．
ビ
ン
ト
ゥ
・
ガ
ル
バ
＊
（
2
5
)

4

キ
ア
・
モ
ゥ
ル
ー
＊
（
1
7
)

(

5

)

 

(

5

)

 

(
2
7
)
 

一
五
四



同
じ
く
＊
が
あ
る
者
は
隣
州
（
ガ
オ
、
ま
た
は
キ
ダ
ー
ル
）
出
身
。

無
印
は
バ
マ
コ
（
ま
た
は
世
界
）
で
活
躍
す
る
音
楽
家
。

※
※
十
四
位
テ
ィ
ケ
ン
・
ジ
ャ
ー
・
フ
ァ
コ
リ
は
、

以
上
の
よ
う
に
、
上
位
4
位
ま
で
が
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
出
身
で
、
い
ず
れ
も
ソ
ン
ラ
イ
音
楽
家
で
あ
っ
た
。
特
に
、

の
人
気
は
際
だ
っ
て
い
る
。
上
位
十
組
を
見
て
も
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
出
身
の
音
楽
家
が
六
組
を
占
め
、
い
ず
れ
も
ソ
ン
ラ
イ
で
あ
る
。

9

位
の
バ
バ
・
サ
ラ
は
、
隣
州
ガ
オ
出
身
の
ソ
ン
ラ
イ
で
多
言
語
で
唄
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
の
約
七
十
％
が
ソ
ン
ラ
イ
で
あ
っ
た
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
ト
ウ
ア
レ
グ
回
答
者
の
ー
、

2
位
も
、

レ
で
あ
っ
た

(
3
8
)
0

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
バ
ン
バ
ラ
語
で
唄
い
、
バ
マ
コ
ま
た
は
世
界
で
活
躍
す
る
歌
手
に
対
す
る
支
持
の
低
さ
で
あ
る
。
右
の
名

簿
で
は
、
一
九
八

0
年
代
末
に
世
界
デ
ビ
ュ
ー
し
て
以
来
そ
の
名
声
が
衰
え
な
い
サ
リ
フ
・
ケ
イ
タ
の
名
も
あ
る
が
、

13
位
で
六
票
し
か

集
め
て
い
な
い
。
ま
た
、
欧
米
で
人
気
の
高
い
ア
ビ
ブ
・
コ
イ
テ
、
ウ
ム
・
サ
ン
ガ
レ
、
ア
マ
ド
ゥ
＆
マ
リ
ア
ム
な
ど
も
、
際
だ
っ
た
人

気
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
そ
れ
ら
の
音
楽
家
の
活
躍
が
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
届
い
て
い
な
い
わ
け
で
も
な
い
こ
と
も
解
る
。
つ

ま
り
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
人
々
は
、
バ
ン
バ
ラ
音
楽
家
の
活
躍
を
知
り
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
音
楽
家
を
支
持
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

ま
た
、

3
位
ビ
ン
ト
ゥ
・
ガ
ル
バ
、

4
位
キ
ア
・
モ
ゥ
ル
ー
の
二
人
の
ソ
ン
ラ
イ
女
性
歌
手
は
、
バ
マ
コ
で
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な

い
。
驚
異
的
な
情
報
量
を
持
つ

C
D
屋
台
の
主
人
も
、
正
規
輸
入
盤
を
扱
う
高
級
C
D店
の
店
員
も
、
彼
女
等
を
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
だ
け
の
人
気
音
楽
家
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
~
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

一
五
五

ハ
イ
ラ
・
ア
ル
ビ
ィ
と
ア
リ
・
フ
ァ
ル
カ
・
ト
ゥ
ー

コ
ー
ト
ジ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
出
身
で
バ
マ
コ
在
住
。

ハ
イ
ラ
・
ア
ル
ビ
ィ



3
,
7
 

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
こ
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
は
、
バ
マ
コ
と
は
別
の
ポ

ビ
ュ
ラ
ー
音
楽
市
場
が
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ト
ン
ブ
ク

ト
ゥ
州
は
人
口
約
六
十
万
人
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
市
は
五

S
六
万
人
で
あ
る

の
で
、
決
し
て
大
き
い
市
場
で
は
な
い
。

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
音
楽
家
の
生
業

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
は
、
常
時
音
楽
を
聴
か
せ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
な

ど
は
な
く
、
時
折
ホ
テ
ル
で
観
光
客
相
手
の
演
奏
が
あ
る
程
度
だ
。
従
っ

て
、
音
楽
家
が
そ
の
よ
う
な
場
で
演
奏
し
、
収
入
を
得
る
こ
と
は
常
で
は

な
い
。
音
楽
家
の
主
な
収
入
源
は
、
儀
礼
な
ど
で
の
演
奏
に
よ
る
も
の
と
、

富
裕
者
が
週
末
に
時
折
開
く
個
人
的
な
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
演
奏
だ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
儀
礼
や
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
広
場
な
ど
の
公
開
の
場
で
行
わ

れ
た
り
、
個
人
宅
で
あ
っ
て
も
誰
も
が
ほ
ぼ
自
由
に
出
入
り
で
き
る
状
況

で
開
催
さ
れ
る
た
め
、
演
奏
は
誰
も
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

音
楽
家
の
中
に
は
、

C
D
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
制
作
し
て
販
売
す
る

者
も
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
市
場
規
模
が
小
さ
い
た
め
、
そ
の
売
り
上

げ
が
音
楽
家
の
生
活
を
支
え
得
る
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、
マ
リ
の
人
々

一
五
六

［写真③】アフェル・ボクム＆アルキバル (AfelBocoum & Alkibar)。左端のギター奏者
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こ
と
っ
て
、

＇ 

C
D
は
決
し
て
安
価
な
も
の
で
は
な
い

(
3
9
)
0

以
上
か
ら
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
音
楽
家
は
、
演
奏
だ
け
の
収
入
で
は
生
計
は
立
た
な
い
と
思
わ
れ
る
。
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
ト
ン
ブ

ク
ト
ゥ
音
楽
家
に
は
、
農
業
、
ホ
テ
ル
経
営
、
公
務
員
、
洗
濯
業
な
ど
、
音
楽
の
他
に
生
業
を
持
つ
者
が
多
い
(40)

。
つ
ま
り
、
彼
等
は
い

わ
ゆ
る
フ
ル
タ
イ
ム
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
は
な
く
、
普
段
は
一
般
の
職
業
者
と
し
て
生
活
し
、
パ
ー
テ
ィ
ー
や
儀
礼
の
際
に
音
楽
家
と

な
っ
て
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
の
だ
。

ま
た
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
市
内
で
、
人
々
が
ラ
ジ
オ
や
カ
セ
ッ
ト
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
大
音
量
で
鳴
ら
す
な
ど
し
て
、
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
る

様
子
は
観
察
で
き
な
か
っ
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
も
、
テ
レ
ビ
が
点
い
て
い
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

B
G
M
的
に
音
楽
が
流
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
人
々
に
と
っ
て
、
音
楽
を
楽
し
む
最
大
の
機
会
は
儀
礼
や
パ
ー
テ
ィ
ー
で

の
生
演
奏
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
定
義

ピ
ー
タ
ー
・
マ
ニ
ュ
エ
ル
g
[
1
9
9
2
]

ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
（
大
衆
音
楽
ょ

popular
music) 

特
徴
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
要
素
を
示
し
た
。

は
、
音
楽
を
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
（
芸
術
音
楽

a
r
t

music)
、
民
俗
音
楽

(folk
music)
、
ポ

の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
た
。
そ
し
て
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
が
持
つ

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
こ
:
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

4
,
l
 

4

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
は
？

一
五
七



4
,
2

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の

「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
」
？

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
こ
：
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

①
生
産
者
と
消
費
者
が
分
か
れ
て
い
る
音
楽

②
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
結
び
つ
い
た
音
楽

③
都
市
に
起
源
を
持
つ
音
楽

④
伝
統
的
な
生
活
習
慣
で
あ
る
特
定
の
儀
式
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
行
事
と
関
係
の
な
い
音
楽

⑤
日
常
生
活
に
お
い
て
、
娯
楽
と
し
て
消
費
さ
れ
る
音
楽

⑥
同
じ
曲
が
時
代
を
越
え
て
繰
り
返
し
演
奏
さ
れ
ず
に
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
回
転
が
速
い
音
楽

⑦
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
個
人
崇
拝
を
煽
ら
れ
た
「
ス
タ
ー
」
が
演
じ
る
音
楽

マ
ニ
ュ
エ
ル
は
、
上
記
の
よ
う
な
要
素
の
う
ち
、
い
く
つ
か
を
合
わ
せ
持
つ
も
の
を
ポ
ビ
ュ
ラ
ー
音
楽
で
あ
る
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き

る
、
と
考
え
た
。
マ
ニ
ュ
エ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
分
類
は
音
楽
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
上
で
有
用
で
あ
る
と
指
摘
す
る
一
方
で
、
「
き
っ

ち
り
境
界
線
を
引
い
て
分
類
し
た
り
、
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
を
完
璧
に
定
義
す
る
こ
と
は
不
可
能
」
で
あ
る
、
と
も
述
べ
て
い
る
。

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
で
親
し
ま
れ
て
い
る
音
楽
を
、
こ
れ
ら
の
要
素
に
当
て
は
め
て
検
証
し
て
み
よ
う
。

①
に
関
し
て
は
、
演
奏
者
と
聴
取
者
が
分
か
れ
て
い
る
点
で
、
当
て
は
ま
る
と
言
え
る
。
当
然
、

C
D
な
ど
の
制
作
・
生
産
・
販
売

は
、
専
門
の
業
者
が
行
っ
て
い
る
(42)°

②
に
関
し
て
は
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
で
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言

い
に
く
い
。
当
地
の
人
々
が
音
楽
を
楽
し
む
一
般
的
な
手
段
は
、
生
演
奏
の
聴
取
で
あ
る
。
従
っ
て
、
⑦
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
と
は

一
五
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住
民
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
際
、
住
民
の
興
味
深
い
発
言
を
聞
い
た
。
あ
る
ト
ウ
ア
レ
グ
男
性
が
聞
き
慣
れ
な
い

音
楽
家
の
名
を
挙
げ
た
の
だ
。
私
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
在
住
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
も
知
ら
な
い
様
子
。
そ
こ
で
、
ア
シ
ス

タ
ン
ト
氏
が
、
「
こ
れ
は
誰
だ
？
」
と
質
問
す
る
と
、
「
彼
は
、
オ
レ
の
グ
リ
オ
だ
。
」
と
答
え
た
の
だ
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
名
前

が
挙
が
っ
た
音
楽
家
六
十
六
組
の
う
ち
、
支
持
者
が
一
人
だ
っ
た
ト
ゥ
ア
レ
グ
・
グ
リ
オ
は
八
人
を
数
え
、
う
ち
タ
マ
シ
ェ
ッ
ク
語
で
し

か
唄
わ
な
い
音
楽
家
は
三
人
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ト
ゥ
ア
レ
グ
・
グ
リ
オ
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ

の

中

に

「

オ

レ

の

グ

リ

オ

」

が

何

人

か

混

じ

っ

て

い

る

は

ず

だ

。

・

こ
の
ト
ウ
ア
レ
グ
男
性
の
回
答
は
、
自
分
の
グ
リ
オ
と
、
ア
ル
ビ
ィ
、
ト
ゥ
ー
レ
や
サ
リ
フ
・
ケ
イ
タ
な
ど
の
大
ス
タ
ー
と
を
、
全
く

言
え
な
い
。

民
俗
音
楽
と
ポ
ビ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
~
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

4
,
3
 

ハ
イ
ラ
・
ア
ル
ビ
ィ
、

ア
リ
・
フ
ァ
ル
カ
・
ト
ゥ
ー
レ
、
ビ
ン
ト
ゥ
・
ガ
ル
バ
ら
の
ス
タ
ー
は
存
在
す
る
も
の
の
、
ト
ン
ブ

ク
ト
ゥ
に
お
け
る
彼
等
の
人
気
は
必
ず
し
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
扇
情
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
③
は
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
・
ポ
ッ
プ
の
成
り

立
ち
が
州
立
楽
団
(43)
や
ト
ゥ
ー
レ
に
始
ま
る
と
す
る
と
、
当
て
は
ま
る
と
言
え
る
。
④
は
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
・
ポ
ッ
プ
と
儀
礼
や
パ
ー

テ
ィ
ー
と
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
た
め
、
当
て
は
ま
る
と
は
言
い
き
れ
な
い
。
⑤
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
聴
取
の
主
な
機
会
が
生
演
奏

で
あ
る
た
め
、
音
楽
は
決
し
て
日
常
的
な
も
の
で
は
な
い
。
⑥
は
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
音
楽
家
の
多
く
が
自
作
曲
を
唄
う
こ
と
か
ら
、
レ

パ
ー
ト
リ
ー
の
入
れ
替
わ
り
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ヒ
ッ
ト
曲
が
次
々
生
ま
れ
る
状
況
に
は
な
く
、
欧
米
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
よ

う
に
、
日
替
わ
り
の
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
伝
承
歌
が
複
数
の
音
楽
家
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
、
定

番
曲
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

「
オ
レ
の
グ
リ
オ
だ
」

一
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以
上
の
よ
う
に
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
で
親
し
ま
れ
て
い
る
音
楽
は
、
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
」
と
呼
ぶ
に
は
し
つ
く
り
来
な
い
部
分
が
多
い
。

し
か
し
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
音
楽
を
そ
の
ま
ま
に
、
ト
ン
プ
ク
ト
ゥ
を
熱
狂
さ
せ
る
と
と
も
に
、
マ
リ
そ
し
て
日
本
を
含
む
欧
米
の

人
々
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
ア
リ
・
フ
ァ
ル
カ
・
ト
ゥ
ー
レ
や
ア
フ
ェ
ル
・
ボ
ク
ム
、
ヴ
ィ
ユ
ー
・
フ
ァ
ル
カ
・
ト
ゥ
ー
レ
は
欧
米
ヘ
ッ

ア
ー
に
出
か
け
、
ハ
イ
ラ
・
ア
ル
ビ
ィ
や
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ア
ル
ビ
ィ
(45)
は
マ
リ
で
全
国
的
な
人
気
を
得
て
、
世
界
進
出
を
窺
っ
て
い
る
。

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
音
楽
は
、
儀
礼
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
非
日
常
的
な
状
況
で
親
し
ま
れ
て
い
る
う
ち
に
、
ダ
ン
ス
に
耐
え
う
る
リ
ズ
ム

の
強
化
な
ど
、
地
域
や
民
族
を
越
え
た
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
的
な
も
の
」
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の
だ
。
そ
の
過
程
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や

近
代
的
な
生
産
シ
ス
テ
ム
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
お
け
る
人
々
と
音
楽
と
の
関
わ
り
は
、
本
質
的
な
部
分
で
は
変

わ
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
音
楽
が
一
歩
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
を
出
る
と
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
な
る
の
だ
。

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
い
う
形
態
の
音
楽
な
ど
、
存
在
し
な
い
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
は
現
象
で
あ
っ
て
、
音
楽
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

4
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民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
~
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

区
別
し
て
い
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
若
し
く
は
、
自
分
の
グ
リ
オ
と
名
だ
た
る
ス
タ
ー
と
は
同
等
で
あ
る
、
と
の
衿
持
の
顕
れ
と
も

言
え
る
。

現
実
に
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
で
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
儀
礼
な
ど
で
演
奏
さ
れ
る
音
楽
と
は
、
区
別
で
き
な
い
。
儀
礼
に
呼
ば
れ
て
演

奏
す
る
の
は
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
の
よ
う
な
歪
ん
だ
電
化
音
を
発
す
る
テ
ハ
ラ
ダ
ン
ト
(
“
)
で
反
復
フ
レ
ー
ズ
を
刻
む
ト
ウ
ア
レ
グ
・
グ
リ
オ

で
あ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
一
声
で
聴
衆
を
熱
狂
に
陥
れ
る
ハ
イ
ラ
・
ア
ル
ビ
ィ
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
儀
礼
が
貴
重
な
演
奏
の
機

会
で
あ
る
こ
と
は
、
ト
ウ
ア
レ
グ
・
グ
リ
オ
に
と
っ
て
も
ア
ル
ビ
ィ
の
よ
う
な
ス
タ
ー
に
と
っ
て
も
、
同
じ
で
あ
る
。

越
境
す
る
音
楽

一
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で
あ
る
。

一
六

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
住
人
は
、
ポ
ビ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
民
族
音
楽
、
民
俗
音
楽
、
伝
統
音
楽
な
ど
と
は
区
別
し
て
い
な
い
は
ず
だ
。
そ
も
そ

も
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
音
楽
は
「
多
民
族
音
楽
」
で
あ
る
。
「
伝
統
」
は
、
新
し
い
楽
器
で
新
曲
が
演
奏
さ
れ
る
こ
と
で
、
日
々
塗
り
替

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
通
し
て
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
を
見
る
う
ち
に
、
思
い
浮
か
ん
だ
別
の
地
域
が
あ
る
。
奄
美
だ
。
沖
縄
で
は
な
く
、
奄
美

最
初
に
思
い
当
た
っ
た
の
は
、
沖
縄
で
あ
っ
た
。
そ
の
歴
史
的
過
程
の
中
で
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ウ
が
バ
マ
コ
と
は
別
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

を
作
り
出
し
た
の
と
同
様
に
、
沖
縄
に
も
独
自
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
沖
縄
に
は
常
時
音
楽
を
聴
か
せ
る
酒
場

が
あ
り
、
多
く
の
フ
ル
タ
イ
ム
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
存
在
す
る
。
急
速
に
観
光
地
化
し
、
「
日
本
化
」
し
た
沖
縄
か
ら
は
、
「
毛
あ
し

び
(46)

」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
昔
な
が
ら
の
音
楽
に
対
す
る
親
し
み
を
失
い
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
県
内
人
口
約
百
四
十
万
人
(47)
、
県
外

に
も
移
住
者
が
多
く
、
多
く
の
愛
好
者
も
存
在
す
る
た
め
、
沖
縄
音
楽
の
市
場
は
大
き
い
。

一
方
奄
美
は
、
奄
美
群
島
の
人
口
約
十
二
万
人
(48)

と
市
場
規
模
は
小
さ
い
。
名
手
と
呼
ば
れ
る
音
楽
家
（
唄
者
）
は
多
い
が
、
フ
ル
タ

イ
ム
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
い
な
い
(49)
。
常
時
音
楽
を
聴
か
せ
る
酒
場
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
は
な
く
、
専
ら
お
祭
り
や
観
光
イ
ベ
ン
ト

の
他
、
個
人
的
な
酒
宴
な
ど
で
演
奏
さ
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、

C
D
を
全
国
販
売
し
、
日
本
各
地
で
演
奏
会
を
開
く
唄
者
も
多
く
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
と
酷
似
し
て
い
る
。

民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
~
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

5
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私
は
、
大
学
院
で
「
臨
地
調
査
（
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
）
」
と
い
う
思
考
方
法
を
学
ん
だ
。
「
現
場
に
行
っ
て
、
実
際
に
見
て
聞
い

て
、
そ
れ
か
ら
考
え
よ
う
」
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
そ
し
て
私
も
、
僅
か
な
期
間
で
は
あ
る
が
、
実
践
に
及
ん
だ
。
現
場
に
出
発
す
る
前

に
は
、
当
然
な
が
ら
色
々
な
準
備
を
し
た
。
で
き
る
限
り
の
資
料
や
情
報
を
集
め
、
い
く
つ
か
の
仮
説
を
立
て
な
が
ら
調
査
の
標
的
を
定

め
て
計
画
を
立
て
る
：
・
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ
現
場
に
行
っ
て
み
る
と
、
見
事
な
ほ
ど
事
前
の
準
備
が
役
に
立
た
な
い
。
バ
マ
コ
そ
し
て

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
で
、
様
々
な
も
の
を
見
聞
き
す
る
う
ち
に
、
私
は
事
前
に
描
い
て
い
た
仮
説
を
ほ
ぼ
全
て
棄
て
た
。
そ
し
て
、
修
士
論
文

に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
経
過
報
告
に
終
わ
っ
た
。
本
稿
も
、
そ
こ
か
ら
半
歩
ほ
ど
も
進
ん
で
い
な
い
。
も
っ
と
見
え
て

く
る
た
め
に
は
、
ま
た
現
場
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ま
た
多
く
の
仮
説
を
棄
て
る
こ
と
だ
ろ
う
。

本
稿
を
読
ま
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
哲
学
を
志
し
て
い
る
方
が
大
部
分
だ
と
思
う
。
多
く
の
方
は
、
本
を
読
み
込
ん
で
、
議
論
し
、
真

理
に
迫
ろ
う
と
試
み
て
お
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

で
も
、
現
場
も
面
白
い
で
す
よ
。
「
臨
地
哲
学
」
、
と
い
う
の
も
如
何
で
し
ょ
う
か
？

感
想
が
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

satoh7star@gmail.com 
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か
た
』

鈴
木
裕
之
二

0
0八
b

「
日
本
に
生
き
る
ア
フ
リ
カ
人
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
こ
ざ
り
経
歴
と
活
動
」
研
究
代
表
者
・
和
崎
春
日
編
研
究
成
果
報

告
『
来
住
ア
フ
リ
カ
人
の
相
互
扶
助
と
日
本
人
と
の
共
生
に
関
す
る
都
市
人
類
学
研
究
』

日
野
舜
也
二

0
0
1

「
ア
フ
リ
カ
都
市
研
究
と
日
本
人
研
究
者
」
嶋
田
義
仁
•
松
田
素
ニ
・
和
崎
春
日
編
『
ア
フ
リ
カ
の
都
市
的
世
界
』
p
p
.
I

S
2
8

世
界
思
想
社

マ
イ
ナ
ー
、
ホ
ー
レ
ス

M
．
一
九
八
八
『
未
開
都
市
ト
ン
ブ
ク
ツ
』
赤
阪
賢
訳
弘
文
堂

マ
ニ
ュ
エ
ル
、
ピ
ー
タ
ー
一
九
九
二
『
非
西
欧
世
界
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
』
中
村
と
う
よ
う
訳
（
株
）
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ
ン

リ
ー
、
エ
レ
ン
一
九
九
二
『
ア
フ
リ
カ
ン
・
ロ
ッ
カ
ー
ズ
』
鈴
木
ひ
ろ
ゆ
き
訳
J
I
C
C
出
版

Direction Regional d
e
 la Planification d
e
 la Statistique d
e
 l'Informatique d
e
 1
`
A
m
e
n
a
g
e
m
e
n
t
 d
u
 Territoire et d
e
 la Population 

2008 "
A
N
N
U
A
I
R
E
 S
T
A
T
I
S
T
I
Q
U
E
 A
N
N
E
E
 2006 R
E
G
I
O
N
 D
E
 T
O
M
B
O
U
C
T
O
U
"
 Direction Nationale d
e
 la 
Statistique d
u
 

M
臣
(
B
a
m
a
k
o
)

E
子
n
o
l
o
菩
e
L
a
n
g
u
a
g
e
 of the W
o
r
l
d
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w・ethnologue.com/(2009/06/07)

M
届
tere
d
e
 l'Artisanat et d
u
 T
o
u
r
i
s
m
e
 2008 "
C
A
R
T
E
 T
O
U
R
I
S
T
I
Q
U
E
 D
U
 MALI" Office 
Mallen d
u
 T
o
u
r
i
s
m
e
 et d
e
 l'Hotellerie 

(
B
B
n
巴
o)

M
届
tere
d
e
 l'Economie 
d
e
 l'Industrie 
et 
d
u
 C
o
m
m
e
r
c
e
 2007 
"
A
N
N
U
A
I
R
E
 S
T
A
T
I
S
T
I
Q
U
E
 D
U
 M
A
L
I
 2006" 
Direction 

Nationale d
e
 la Statis
昔
u
e
d
u
 Mali (
B
a
m
a
k
o
)
 

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
(
u
r
l
"
h
5ミ
/tomokin.
菩
aa.net/



民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
~
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

(
2
)
s
a
b
a
r
セ
ネ
ガ
ル
の
長
胴
片
面
タ
イ
コ
。

(3)
例
え
ば
、
キ
ン
シ
ャ
サ

(
D
R

コ
ン
ゴ
）
約
四
百
七
十
万
人
、
ラ
ゴ
ス
（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
）
約
四
百
万
人
、
ア
ジ
ス
ア
ベ
バ
（
エ
チ
オ
ピ

ア
）
約
二
百
三
十
万
人
、
ア
ビ
ジ
ャ
ン
（
コ
ー
ト
ジ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
）
約
百
九
十
万
人
、
ナ
イ
ロ
ビ
（
ケ
ニ
ア
）
約
百
八
十
万
人
、
ダ
カ
ー
ル

（
セ
ネ
ガ
ル
）
約
百
六
十
万
人
な
ど
。
日
野
『
一

0
0
1
]
に
よ
る
。

(
4
)
F
e
l
a
 Anikulapo Kuti 
[1938S97]

自
作
自
演
歌
手
兼
サ
ッ
ク
ス
奏
者
。
米
国
黒
人
音
楽
を
吸
収
消
化
し
た
独
自
の
音
楽
「
ア
フ
ロ
・

ビ
ー
ト

(
A
Tニ
beat)
」
の
創
始
者
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
国
民
的
英
雄
。

(
5
)
S
日
m
y
A
d
e
 [1946'-"]

自
作
自
演
歌
手
、
ギ
タ
ー
奏
者
。
キ
ン
グ
・
サ
ニ
ー
・
ア
デ
と
も
。
多
数
の
打
楽
器
と
ギ
タ
ー
、
ス
ラ
イ
ド
ギ

タ
ー
を
用
い
た
「
ジ
ュ
ジ
ュ

(juju)
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
の
第
一
人
者
。
一
九
八

0
年
代
、
世
界
的
な
人
気
を
獲
得
。

(
6
)
L
u
a
m
b
o
 M
a
k
i
a
d
i
'
F
r
a
n
c
o
'
[
1
9
3
8
S
8
6
]

自
作
自
演
歌
手
、
ギ
タ
ー
奏
者
。
キ
ュ
ー
バ
音
楽
の
影
響
を
受
け
た
「
リ
ン
ガ
ラ

（
百
望
a
)
音
楽
」
の
第
一
人
者
。
煙
び
や
か
な
分
散
和
音
（
ア
ル
ペ
ジ
オ
）
に
よ
る
ギ
タ
ー
と
、
美
し
い
男
性
コ
ー
ラ
ス
が
特
徴
。
な
お
、

こ
の
音
楽
の
呼
称
は
、
ス
ー
ク
ー
ス

(soukousou)
、
ル
ン
バ
ロ
ッ
ク
、
コ
ン
ゴ
リ
ー
ズ
音
楽
な
ど
、
不
定
。

(
7
)
T
h
o
m
a
s
 M
a
p
f
u
m
o
 
[1945 "
'
]
自
作
自
演
歌
手
。
シ
ョ
ナ
族
伝
統
の
ム
ビ
ラ
と
い
う
親
指
ピ
ア
ノ
の
音
楽
か
ら
、
チ
ム
レ
ン
ガ

(Chimurenga)
音
楽
を
創
出
。
彼
と
彼
の
音
楽
は
、
当
時
の
白
人
支
配
に
対
す
る
抵
抗
の
象
徴
で
あ
っ
た
。

(
8
)
Y
o
u
s
s
o
u
 N
'
d
o
u
r
 
[1959'-"]

自
作
自
演
歌
手
。
セ
ネ
ガ
ル
固
有
の
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
た
「
ン
バ
ラ

(mbalax)
」
を
演
奏
。
二

0
0

四
年
、
グ
ラ
ミ
ー
賞
を
受
け
る
。

(
9
)
S
a
l
i
f
 Kei'ta 
[1949'-"]
白
I
作
＂
白
口
滓

i

歌
手
。
マ
リ
王
家
の
出
身
な
が
ら
、
禁
忌
と
さ
れ
て
い
た
歌
手
と
な
る
。
マ
ン
デ
系
民
族
の
伝
統
的
な

歌
唱
法
を
会
得
し
、
強
靱
な
歌
声
を
聴
か
せ
る
。

(10)
「
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
」
の
呼
称
は
、
他
に
ト
ゥ
ン
ブ
ク
ト
ゥ
ー
、
テ
ィ
ン
バ
ク
ト
ゥ

(
T
甘
1bu1
m^）
、
ト
ン
ブ
ク
ツ
な
ど
が
あ
る
。
本
稿
で

は
、
マ
リ
共
和
国
の
公
文
書
で
の
仏
語
表
記
で
あ
る

"
T
o
m
b
o
u
c
t
o
u
"
や
、
在
日
マ
リ
大
使
館
で
の
用
語
に
従
っ
た
。

(11)Afel B
o
c
o
u
m
 [
1
9
5
5
S
]

ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
ニ
ア
フ
ン
ケ
県
出
身
の
、
自
作
自
演
歌
手
兼
ギ
タ
ー
奏
者
。
ソ
ン
ラ
イ
と
フ
ル
ベ
の
ル
ー

ツ
を
持
つ
。
ア
リ
・
フ
ァ
ル
カ
・
ト
ゥ
ー
レ
（
後
出
）
の
バ
ン
ド
で
長
年
活
躍
し
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
・
ポ
ッ
プ
の
草
創
期
を
知
る
。
世
界
盤
C

D
を
一
ー
一
種
発
表
し
、
世
界
的
名
声
を
得
て
い
る
。

(12)

笞
卦
a
と
b
y
[
•
S
]（年
齢
非
公
表
）
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
県
出
身
の
女
性
歌
手
、
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
。
ソ
ン
ラ
イ
、
ア
ラ
ブ
、
ベ
ル
ベ
ル
の

複
雑
な
ル
ー
ツ
を
持
つ
。
マ
リ
で
の
全
国
的
な
知
名
度
と
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
で
の
圧
倒
的
な
人
気
を
誇
る
。

一
六
四



民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
~
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

一
六
五

マ
リ
政
府
公
文

(13)
「
ソ
ン
ラ
イ
」
の
呼
称
は
、
他
に
ソ
ン
ガ
イ
、
ソ
ン
ゴ
イ
な
ど
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
当
地
の
人
々
の
呼
称
に
よ
り
近
く
、

書
の
表
記
も

'Somhai'

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
ソ
ン
ラ
イ
」
を
採
用
す
る
。

(14)
こ
の
よ
う
な
音
楽
保
護
育
成
政
策
は
、
同
じ
く
独
自
路
線
を
採
用
し
た
隣
国
ギ
ニ
ア
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

(15)

一
九
六

0
年
以
降
、
毎
年
開
催
さ
れ
た
若
者
週
間

(
S
e
m
a
i
n
e
d
e
s
 Jeunes)

や
、
一
九
七

0
年
に
よ
り
大
規
模
に
衣
替
え
し
た
隔
年
芸
術

文
化
祭

(Biennales)

な
ど
。
各
州
で
も
、
同
様
の
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

(16)
マ
リ
国
営
ラ
ジ
オ

(
R
a
d
i
o
N
a
t
i
o
n
a
l
e
 d
u
 Mali)

の
通
称
。
現
マ
リ
・
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
局

(Office
d
e
 Radiodiffusion Television 

d
u
 Ma
l
i、
O
R
1
M
)
。

(17)
た
と
え
ば
、
ア
リ
・
フ
ァ
ル
カ
・
ト
ゥ
ー
レ

(Ali
F
a
r
k
a
 T
o
u
r
e
 [
1
9
3
9
 ~
 

2
0
0
6
]
)

や
、
ブ
ー
バ
カ
ー
ル
・
ト
ラ
オ
レ

(
B
o
u
b
a
c
a
r

T
r
a
o
r
e
 
[
1
9
4
2
 ~
]
)
な
ど
。
ト
ゥ
ー
レ
は
後
出
。

(18)
甘
ot

マ
ン
デ
系
言
語
で
は
ジ
ェ
リ

(jeli)

な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
グ
リ
オ
の
呼
称
は
、
西
ア
フ
リ
カ
諸
民
族
の
音
楽
語
り
部
職
能
に
対
し

て
も
用
い
る
。
マ
リ
に
お
け
る
マ
ン
デ
系
グ
リ
オ
出
身
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
家
に
は
、
歌
手
の
カ
ッ
セ
・
マ
デ
ィ
・
ジ
ャ
バ
テ

(Kasse

M
a
d
y
 Diabate)
、
ア
ブ
ド
レ
イ
ユ
・
ジ
ャ
バ
テ

(
A
b
d
o
巳
a
y
e
Diabate)
、
ア
ミ
・
コ
イ
テ

(Ami
Koite)
、
コ
ラ
(20)
奏
者
ト
ゥ
マ
ニ
・

ジ
ャ
バ
テ

(
T
o
u
m
a
n
i
Diabate)
、
バ
ラ
フ
ォ
ン
(21)
奏
者
ケ
レ
テ
ィ
ギ
・
ジ
ャ
バ
テ

(Keletigui
Diabate)
、
ン
ゴ
ニ

(
n
g
o
n
i
:
バ
ン

ジ
ョ
ー
状
の
リ
ュ
ー
ト
）
奏
者
バ
セ
ク
ー
・
ク
ヤ
テ

(
B
a
s
s
e
k
o
u
K
o
u
y
a
t
e
)

な
ど
が
い
る
。

(19)
鈴

木

竺

0
0八
a]
に
よ
る
と
、
マ
ン
デ
系
民
族
に
は
貴
族
（
ホ
ロ
ン
）
、
職
人
（
ニ
ャ
マ
カ
ラ
）
、
奴
隷
（
ジ
ョ
ン
）
の
階
層
が
あ
り
、

グ
リ
オ
は
職
人
階
層
に
属
す
る
。
民
主
化
に
伴
い
、
奴
隷
階
層
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

(
2
0
)
k
o
r
a

大
型
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
利
用
し
た
、
ハ
ー
プ
リ
ュ
ー
ト
。
二
十
一
絃
の
も
の
が
多
い
。

(
2
1
)
b
巴
此
o
n

木
琴
状
の
打
楽
器
。

(22)
ウ
ム
・
サ
ン
ガ
レ
は
フ
ル
ベ
出
身
だ
が
、
バ
マ
コ
で
成
長
し
、
バ
ン
バ
ラ
語
を
話
す
。

(23)
ト
ゥ
ー
レ
父
子
は
ソ
ン
ラ
イ
。
ボ
ク
ム
は
ソ
ン
ラ
イ
の
父
と
フ
ル
ベ
の
母
を
持
つ
。
ア
ル
ビ
ィ
は
、
ソ
ン
ラ
イ
、
ア
ラ
ブ
、
ベ
ル
ベ
ル
な

ど
の
複
雑
な
ル
ー
ツ
を
持
つ
。

(24)
ボ
ク
ム
は
、
欧
州
に
も
拠
点
を
設
け
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

(25)
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
住
む
ソ
ン
ラ
イ
社
会
に
お
い
て
、
モ
ロ
ッ
コ
征
服
時
に
や
っ
て
き
た
モ
ロ
ッ
コ
人
や
ア
ラ
ブ
人
と
混
血
同
化
し
た
者
は

ア
ル
マ
と
い
う
貴
族
階
層
を
形
成
し
た
。
そ
の
他
、
ア
ラ
ブ
な
ど
と
の
混
血
で
は
な
い
自
由
民
（
ボ
ル
チ
ー
ン
）
、
職
能
民
・
奴
隷
民
（
ガ
ビ



民
俗
音
楽
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
~
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

ビ
、
ま
た
は
ビ
ビ
）
の
階
層
が
あ
る
。

(26)
ン
ジ
ュ
ル
ケ
ル

(njurkel)

は
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
胴
に
ヒ
ッ
ジ
な
ど
の
皮
を
張
っ
た
リ
ュ
ー
ト
状
の
小
型
撥
絃
楽
器
。
通
常
二
絃
だ
が
、

元
々
は
一
絃
だ
っ
た
。
ン
ジ
ャ
ル
カ

(njarka)

は
、
同
じ
く
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
に
ヒ
ッ
ジ
や
ヘ
ビ
の
皮
を
張
っ
た
擦
絃
楽
器
。
バ
イ
オ
リ
ン
の
よ

う
に
弓
で
弾
く
。
馬
の
尾
毛
を
使
っ
た
絃
を
一
本
張
り
、
弓
に
も
馬
の
尾
毛
を
使
用
す
る
。

(27)
ト
ゥ
ー
レ
は
、
ア
フ
リ
カ
各
地
を
巡
業
中
で
あ
っ
た
ア
フ
リ
カ
・
バ
レ
エ
団

(Les
Ballets Africain :
後
の
ギ
ニ
ア
国
立
バ
レ
エ
団
）
の

公
演
で
、
初
め
て
の
プ
ロ
音
楽
家
に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
を
見
た
。

(
2
8
)
パ
リ
の
ソ
ナ
フ
リ
ク
・
レ
コ
ー
ド

(
S
o
n
a
f
r
i
c
)

と
ソ
ノ
デ
ィ
ス
ク

(
S
o
n
o
d
i
s
c
)

か
ら
。
こ
れ
ら
の
音
源
の
は
、

•
•
R
A
D
I
OMALI" 

[1996]
、
"
R
E
D
&
 G
R
E
E
N
"
 [
2
0
0
4
]

で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

(29)
ア
ン
デ
ィ
・
カ
ー
シ
ョ
ウ
(
A
n
d
y
K
e
r
s
h
a
w
)
、
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ギ
レ
ッ
ト

(Charlie
Gillett)
ら
が
、

B
B
C
で
取
り
上
げ
た
。

(30).
A^LI F
A
R
K
A
 T
O
U
R
E
`
•
[
1
9
8
8
]

制
作
は
ワ
ー
ル
ド
・
サ
ー
キ
ッ
ト

(
W
o
r
l
d
Circuit)
。
こ
れ
以
降
の
ト
ゥ
ー
レ
の
ア
ル
バ
ム
は
、

い
ず
れ
も
ワ
ー
ル
ド
・
サ
ー
キ
ッ
ト
に
よ
る
。

(31)
ト
ゥ
ー
レ
は
、
一
九
九
九
年
を
最
後
に
、
大
規
模
な
世
界
ツ
ア
ー
も
行
わ
な
く
な
っ
た
。
ニ
ア
フ
ン
ケ
で
農
地
改
革
・
灌
漑
事
業
な
ど
に

取
り
組
み
、
―

1
0
0四
年
、
ニ
ア
フ
ン
ケ
市
長
に
当
選
。
二

0
0六
年
、
骨
癌
で
死
去
。
叙
勲
の
上
、
国
葬
さ
れ
た
。
―

1
0
0五
年
発
表
の

"
I
N
 T
H
E
 H
E
A
R
T
 O
F
 T
H
E
 M
O
O
N
"
は
、
ア
フ
リ
カ
人
音
楽
家
と
し
て
初
の
二
度
目
の
グ
ラ
ミ
ー
賞
を
獲
得
し
た
。

(
3
2
)
H包
b
e
r
M
a
r
g
a
 
[1938?S1983]

歌
手
で
、
い
く
つ
か
の
楽
器
や
作
曲
も
手
が
け
た
。
文
科
省
に
職
を
得
て
い
た
。
ボ
ク
ム
は
、
マ
イ
ガ

か
ら
音
楽
の
す
べ
て
を
教
わ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

(33)
ト
ゥ
ー
レ
の
晩
年
、
ト
ゥ
ー
レ
と
ボ
ク
ム
他
ニ
ア
フ
ン
ケ
の
音
楽
家
と
の
間
に
は
、
深
刻
な
対
立
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
対

立
を
承
知
し
た
上
で
、
彼
等
は
「
ト
ゥ
ー
レ
は
偉
大
だ
」
と
言
う
。

(34)
ボ
ク
ム
は
、
環
境
問
題
、
多
民
族
間
の
結
束
、
家
族
や
友
人
の
大
切
さ
な
ど
を
唄
い
、
ラ
ブ
・
ソ
ン
グ
な
ど
は
あ
ま
り
唄
わ
な
い
。
ア
ル

ビ
ィ
は
、
自
身
も
経
験
し
た
強
制
的
な
結
婚
に
異
を
唱
え
る
な
ど
、
女
性
の
権
利
向
上
に
関
心
が
強
い
。

(35)
私
が
確
認
で
き
た
ソ
ン
ラ
イ
音
楽
家
の
う
ち
、
グ
リ
オ
出
身
で
あ
っ
た
の
は
ボ
ク
ム
の
バ
ン
ド
「
ア
ル
キ
バ
ル
」
の
ン
ジ
ャ
ル
カ
奏
者
だ

け
で
あ
っ
た
。

(36)
二
0
0九
年
三
月
、
バ
マ
コ
で
観
察
し
た
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
出
身
ト
ウ
ア
レ
グ
の
結
婚
披
露
宴
で
は
、
ソ
ン
ラ
イ
の
人
気
音
楽
家
が
多
数
招

か
れ
、
演
奏
し
て
い
た
。
司
会
は
、
フ
ル
ベ
の
グ
リ
オ
で
あ
っ
た
。
一
方
、
二

0
0九
年
九
月
、
ト
ン
プ
ク
ト
ゥ
で
観
察
し
た
ソ
ン
ラ
イ
の
結
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婚
儀
礼
で
は
、
司
会
が
ソ
ン
ラ
イ
・
グ
リ
オ
で
、
楽
師
に
は
ト
ゥ
ア
レ
グ
の
人
気
テ
ハ
ラ
ダ
ン
ト
奏
者
が
招
か
れ
て
い
た
。

(37)
例
え
ば
ビ
ン
ト
ゥ
・
ガ
ル
バ
(
B
i
n
t
o
u
G
a
r
b
a
)
は
ソ
ン
ラ
イ
語
と
仏
語
、
キ
ア
・
モ
ゥ
ル
ー
（
笞
a
M
a
o
u
l
o
u
)
は
ソ
ン
ラ
イ
語
と
ア
ラ

ビ
ア
語
、
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ア
ル
ビ
ィ
（
ゴ
t
l
a
l
e
A
r
b
y
)
は
ソ
ン
ラ
イ
語
、
タ
マ
シ
ェ
ッ
ク
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
な
ど
。

(38)
ト
ウ
ア
レ
グ
回
答
者

(
n
1
1
2
8
)

に
よ
る
獲
得
票
数
上
位
の
音
楽
家
は
、

1
位
ハ
イ
ラ
・
ア
ル
ビ
ィ
（
＋
五
票
）
、

2
位
ア
リ
・
フ
ァ
ル
カ
・

ト
ゥ
ー
レ
（
九
票
）
、

2
位
テ
ィ
ナ
リ
ウ
ェ
ン
（
九
票
）
、

4
位
ア
ビ
ブ
・
コ
イ
テ
（
五
票
）
、

5
位
ビ
ン
ト
ゥ
・
ガ
ル
バ
（
四
票
）
で
あ
っ
た
。

テ
ィ
ナ
リ
ウ
ェ
ン
は
、
隣
州
キ
ダ
ル
出
身
。

(
3
9
)
C
D
は
、
一
枚
2

、5
0
0
'
-
"
3

、O
O
O
F
C
F
A

で
日
本
円
で
は
五
百

s六
百
円
。
海
賊
盤
は
、
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。
バ
マ
コ
で
は
、
1

、O
O
O
F
C
F
A

出
せ
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
が
取
れ
る
。

(40)
他
に
職
を
持
つ
こ
と
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
音
楽
家
は
、
活
動
拠
点
を
バ
マ
コ
に
移
し
て
い
る
者
で
あ
る
。
彼
等
は
、
バ
マ
コ
で
フ
ル
タ

イ
ム
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(
4
1
)
P
e
t
e
r
 M
a
n
u
e
l
 [
1
9
5
2
'
-
"
]

民
族
音
楽
学
者
。
北
イ
ン
ド
古
典
音
楽
研
究
で
博
士
号
取
得
。

(42)
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
に
は

C
D
な
ど
の
音
源
録
音
に
耐
え
う
る
ス
タ
ジ
オ
設
備
は
な
い
と
い
う
。
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
音

楽
家
は
、
バ
マ
コ
で
音
源
を
録
音
し
、

C
D
な
ど
を
制
作
す
る
。

(43)
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
州
立
楽
団
は
、
ミ
ス
テ
ル
・
ジ
ャ
ズ
・
ド
ゥ
・
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
(
L
e
M
y
s
t
e
r
e
 Jazz d
e
 Tombouctou)。

(
4
4
)
t
e
h
a
r
d
e
n
t
ト
ゥ
ア
レ
グ
の
バ
ン
ジ
ョ
ー
状
の
三
絃
撥
絃
リ
ュ
ー
ト
。

(45)

目
ale
A
r
b
y
 [
?
 

-
]
ソ
ン
ラ
イ
若
手
自
作
自
演
歌
手
。
バ
マ
コ
に
移
り
住
み
、
全
国
的
な
人
気
を
得
つ
つ
あ
る
。
ハ
イ
ラ
・
ア
ル
ビ
ィ

と
の
血
縁
は
無
い
。

(46)
仕
事
の
後
の
夜
、
若
い
男
女
が
集
ま
っ
て
、
三
線
と
歌
を
楽
し
む
遊
び
。

(47)
沖
縄
県
資
料
統
計
W
E
B
サ
イ
ト
0

http://www.pref.okinawa.jp/toukeika/ 
(
2
0
1
0
/
1
2
/
1
0
)
 

(48)
奄
美
群
島
の
奄
美
市
お
よ
び
大
島
郡
十
―
町
村
の
合
計
人
口
。

鹿
児
島
県
統
計
情
報
h

丘
辻
/
w
w
w
.
p
r
e
f
•
k
a
g
o
s
h
i
m
a
.
j
p
/
t
o
k
e
i
/
b
u
n
y
a
/
j
i
n
k
o
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

(
2
0
1
0
/
1
2
/
1
0
)
 

(
4
9
)男性
歌
手
T
.
T
.
は
文
具
店
経
営
、
女
性
歌
手N
•
K
.は
料
理
店
経
営
、
N
.
M
.は
空
港
勤
務
、
Y
.
M
.は
幼
稚
園
教
諭
、
な
ど
。
い
ず
れ
も
C

D
を
全
国
販
売
し
、
日
本
各
地
で
演
奏
会
を
開
く
人
気
歌
手
で
あ
る
。
奄
美
の
音
楽
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
私
自
身
の
調
査
な
ら
び
に
奄
美
音

楽
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
森
田
純
一
氏
の
助
言
に
よ
る
。

民
俗
音
楽
と
ポ
ビ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
間
で
~
マ
リ
共
和
国
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
州
の
音
楽
家
へ
の
調
査
か
ら

一
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